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2階

3階

2階では節分のイベントを行いました！

鬼に扮したスタッフに豆まきしたり、節分の壁面(大作です！)を作ったりして、

皆様楽しまれていました！

3階の皆様も生け花を楽しまれ、皆さんの思いを生け花で表現してくれました。

お花を見て「とても綺麗ね」と自然に笑顔となっている様子がありました！



4階

これからの超高齢化社会に向けて・・・

ホームページアドレス：

www.esperanza.or.jp

QR

2025年問題の対策として国は、「民間による地域支援」にシフトしているため、エスペランサでは介護サービスを通じて地域包括ケア

システムの実現のため地域支援に貢献したいと考えています。

地域包括ケアシステム

①「地域包括ケアシステムの導入」を目指しています。

地域包括ケアシステムとは、高齢者が住み慣れた地域で生活できるよう、「住まい」「医療」「介護」「生活支援・予防」を

トータルにサポートする仕組みのことです。

地域包括支援センターには、保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーが配置され、地域に暮らす高齢者をサポートします。

②医療・介護制度の改革

2025年に向けては「地域包括ケアの実現」と「在宅医療」を推進しています。

看護の機能強化としては、「機能強化型 訪問看護ステーション」の設置や「看護小規模多機能型居宅介護

施設（かんたき）」の増設を検討しており、地域包括ケアの中核になると期待されています。

日本は、世界に類をみないスピードで高齢化が進んでおり、超高齢社会の到来で起こる

「2025年問題」は非常に深刻です。

いまの日本が直面している超高齢社会の到来でおこる、2025年

問題を解決するために、政府が取り組んでいる対策についてま

とめてみました。

2025年問題とは、団塊の世代が75歳以上の後期高齢者となり、

国民の4人に1人が75歳以上という、超高齢社会に突入すること

を言います。

エスペランサ

4階では久しぶりに生花をしました。

お花を見られて、「綺麗ね」「春だね」と声を掛

け合っておられ、お花を上手に切り分けて楽しく

生けておられました。真剣に生けておられる方や、

終始笑顔で楽しまれている方もおられました。お

花を見て心穏やかになり、生けることで元気をも

らえたようでした。

令和6年度介護報酬改定があります。
・基本報酬の見直し ・新規加算の創設

・所定疾患施設療養費等の見直し

・介護ロボットやICT等のテクノロジーの活用

・在宅復帰、在宅療養支援機能の促進

・栄養管理や口腔衛生管理の強化

・新興感染症対応の構築

など様々な改定が予定しております。

★介護報酬改定に伴い当施設におきましても、

利用料金等の変更を予定しております。後日、

文書にてご案内を致します。


